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B －143 マ- キングパタ- ン・a ス率
帝尿山学院短期尺学

○加藤美紀，金集悦子・南0 朋子

被 服製 作・ 重キ なポイ ント・ 一つであ るマ ーキン グ（ 型 入 れ、型 置 き)  は　 夜来. 熟 練

者 が長 時間TV ヽ- て 、ガ ンビ経験 で配 置し たものだ けに　 最 蓋省 力・･観 点 々ヽ らコ ンビ." %  -

ダーによるし イア ウト が　 ふ 方面で聞発 々 れべいi>. 但 レ 省 餐源 の折　 俘^, グ拙導・ 上

ヵヽ らじ 佃i- 今毬 は、ヽう まで もな 仁　 又　 縞柄 にｊ つベ ビの振 に口 又率 ヵ峡 ん す ふヵヽ べ

の変化 によ･片 効 な縞幅 が見 当で れな いヵヽ な ど、 レイアウト にJi i, ロス帯 を検 討I  /こめ で

報告 す 乱

衣 服.< 猿̂類 ＼切̂香 線のある コ ンバ ティ ブ､しカラ ーの哀柚り ワンt ° -   ス ニレ その パ ター

ン の数日2 斗枚 であ る.   布地 の幅Id  Y  - ノし･ti （9  えー ）Y.ヒ 加茂・ 方向性 とし て-  応≒

無痢 もの.     4 en.　? c･n.、　/λ 。 のそれぞ れ横縞 し 縦横の斗 エ-y   クt    {   た。14 救､ア､パタ

ーンにはあ^  i)ヽじめ 縫代 を付 肌 痢 。目方 向を へ れてお?  . i  の塊､・g  方 向 乙布日線 ビを

合 わせ るJt う･ け に｡ 鵜 並む に手エ 。 ク。場 合は.   3 ず後 スij - ト・ 祁 線 を基準1ごレ　 そ

れぞれの パネ ル線 、ウ ェ ストライ ン. 袖付 、衿 付 、ヒ いう 工合 に納合々 を好 っt'. 軋繊 に

当っ 靫のは 、被 服養 成。指^ に^  ､ ていi>  6 名。教 師 ピ　 学生約15  名前後 の 尋 グル ープ

であ る。

爽験結泉 、指 導者。 ブル- フ では。珊痢 も。1)ヽ ら 、棟縞 、Aｴ ■y   クの順 で. 薦幅 が増寸

にっ れロス率li 高く 、布痢 。所今量 が増 レI  、ヽ る. 存生の1- ル ー7' X 備 考者。 グ!しーデ 乞

比毅I  たと こ5  . 指 導者 グ>l- ープはa  % 辛 々ヽ ら見 た布 痢所今量 の東 が少 ヽヽ のI'  比 べ. 存生

グ心 －プ では　 その 範囲 が広 く　 経映 ごカンnヽらくる個 人､菜 がJ  く伺 えた。




